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１ 研究のねらい 

 高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説の科学と人間生活の目標には，以下のような

記載があります。「 自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって

観察，実験を行うことなどを通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・

能力を次のとおり育成することを目指す。（省略）」この目標を達成できるよう，生徒が見通し

をもって実験を行い，科学的に探究できるような取組を行いました。その内容を報告します。 

 

２ 実践した内容 

 今回科学と人間生活の プラスチック」の分野において，主に２つのことに取り組みました。 

（１）ICT の活用について 

 私の授業は基本的にはタブレットで進めてお

り，ノートは使用していません。MetaMoJi を使用

し，そこにノートを作っています。これまで実験

はプリントを使用して行うことが多かったです

が，今回は MetaMoJi で実験プリントを作成し「（図

１），そこに実験の様子を記録として残せるよう

にしました。 

 実験をする際、水がこぼれたり，薬品等がつい

たりしてタブレットが故障しないようにするた

めに実験するテーブルにタブレットを置かない

ように手で持ったり，別のテーブルにタブレット

をおいたりしました。 

（２）見通しを持って実験を進める 

 プラスチック」分野の最後に行う 未知のプラ

スチックの種類を決定する」という内容で，自分

たちで手順を考えさせてから実験を行いました。

教科書の内容は，３種類の未知のプラスチック

（ポリエチレン，ポリ塩化ビニル，ポリスチレン）

がどの素材かを特定する内容でした。私は，その

３種類に，ポリプロピレンとポリエチレンテレフ

タラートを加えた５種類の中から３種類選び，そ

の３種類がどのプラスチックなのかを特定する

実験にしました。生徒が特定方法を考える際は，

MetaMoJi を使用して図を描き「（図２），どの手順

で実験を行うとよいかイメージしやすいように

しました。 

 

３ 実践中および実践後の生徒の変容 

 私が担当している１年生のクラス（３クラス，52 名）で行いました。 

図１ 実験プリント  

図２ 生徒への問題提起 



図４ プラスチックの識別方法 検討中 

(1)ICT の活用について 

実験後，生徒に Forms を活用して，アンケート

を行いました。 実験の様子をタブレットを利用

して写真や動画で撮影をした。そのことについて

当てはまるものを選びなさい。」という質問に対

して，85％の生徒は， 役に立った。」と回答しま

した。理由として， 後から実験を見直せる」と

いう意見や， 思い出しやすい」という意見が多

くありました。また， 役に立たなかった」とい

う意見は０％でした。 

 

(2)「見通しを持って実験を進めることについて 

 こちらも同様に Forms を活用して，アンケート

を行いました。 未知のプラスチックの実験方法

を検討する際に，MetaMoJi を活用して仲間と意

見交流を行った。以前のノートやプリントを活用

して交流するのとどちらが便利か。」という質問

に対して，77％の生徒は MetaMoJi」と回答しま

した。その理由は， ノートより素早く交流がで

きた」 仲間の意見をプロジェクターに投影する

ことで，簡単に共有ができた」という意見が多く

ありました。 

 未知のプラスチックの種類を特定する実験を

行った結果，25 グループ中 23 グループは未知の

プラスチックを決定できました。失敗してしまっ

た２つのグループは，どこが失敗した理由を調べ

たところ，１つ目のグループは実験結果をしっか

り把握できていないこと，２つ目のグループは実

験操作を失敗してしまい間違った結果がでてし

まったことだとわかりました。しかし，どちらの

グループも見通しを持って実験を行うことがで

きていました。 

 

４ 研究のまとめ 

 今回の実践では，実験を行う際にタブレットを活

用し，生徒の知識の定着や実験技能を高めることに

成功しました。また，タブレットにインストールさ

れている Meta「 MoJi を活用し，生徒の１人１人の

思考を見ることもできました。ICT を活用すること

で，多くの生徒が活発に交流を行い，多くの実験手

順を考えることもできました。 

しかし，この実験は水を使用したり，ガスバーナ

ーを使用したりと，タブレットを使用すると故障の

危険性が高いと考えられます。他の化学実験でも，

タブレットの故障や汚れの原因になるので，使用す

るかどうかは難しいところではあります。教員の判

断になるとは思いますが，対策することで使用できる可能性も上がると思われるため，私とし

てはタブレットを使用できる内容の時は，ぜひ活用していただきたいと考えました。 

図３ 生徒の MetaMoJi プリントデータ 

図５ 生徒の思考  


